
「杉並区ひとり親家庭実態調査」からみえる課題と今後の施策の方向性（案）

※「現状と課題」の（p.○○）は、報告書のページ
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1 ひとり親家庭の子

育て・生活の整備 

2 ひとり親家庭の就

労支援 

3 ひとり親家庭の経済

的支援 

（１）相談体制の充実 

（２）ホームヘルプサービ

ス事業の推進 

（３）実態調査の実施 
 

（４）休養ホーム事業の実

施 

（５）母子生活支援施設

への入所等 

（６）民間賃貸住宅入居

支援事業の実施 

（７）自主グループへの

支援 

（８）高校生世代までの

子どもに対する学習支

援等の充実 

杉並中３勉強会＆アドバンス、受験生チャレン

ジ支援貸付制度の周知 

特に父子家庭で、相談相手

を求める要望が多い（p.42） 

面会交流に関する支援 
・東京都面会交流事業の周知 

ひとり親家庭は低収入の家

庭の割合が高く、就業支援、

資格・技術取得のための支

援が欠かせない（p.34） 

（１）自立支援プログラム

の策定 

（２）高等職業訓練促進

給付金の支給 

（３）自立支援教育訓練

給付金の支給 

（４）関係機関との連携

強化 

（１）母子・父子福祉資金

貸付 

（２）児童扶養手当・児童

育成手当の支給、ひとり

親家庭等の医療費助成 

養育費制度に関する普及・周知 
・養育費基礎講座の実施等 

生活自立支援窓口（くらしのサポートステーショ

ン）と連携した支援を行う 
・住居確保給付金、家計相談などの案内 

・ひとり親支援制度全体の周知・普及（区ホーム

ページ、アプリの活用、しおりの内容の充実及び

配付窓口の拡充） 
・関係機関への情報提供・共有等、窓口間の連

携の充実 

就業支援専門員が、杉並区就労支援センター、

マザーズハローワーク等各機関と連携した支援

を行う 

ひとり親家庭の就業者の約

４割が転職を希望し、その

主な理由は収入が少ないこ

とによる（p.21,p22） 

事 業 主な取り組み 今後の施策の方向性（案） 現状と課題 

公的サービスについて知ら

ない世帯が多い（特に父

子）（p.43） 

養育費についてもらってい

ない、または支払われてい

ない家庭が多い（p.11） 

面会交流が行われていな

い家庭が多い（p.14）） 

・民間住宅入居支援事業（保証人）の制度周知 
・入居支援体制の整備の検討 

民間賃貸居住者が多く、住

宅支援の要望が多い

（p.7,p45） 

母子世帯では、小学校低学

年以下の子がいる家庭が

多く、父子世帯では家事負

担に悩む家庭が多い

（p.6,p.38） 

ひとり親ホームヘルプサービスの充実 
・利用可能回数の拡大、利用可能年数の緩和

等を検討 
・事業者の拡充 

親と子の世帯、年代によって

困りごとが異なっている（p.38） 世帯構成や年代など、個々の生活等の状況に

応じたきめ細かな相談体制の充実 

・父子を含めた新たなグループの育成 
・自主グループ助成制度の見直し 

子どもの学力や進路に悩む

家庭が多い（p.38） 

ひとり親自立支援プログラム策定員が、相談者

の環境に合わせたきめ細かな相談支援を行う 

制度の周知 
・区ホームページの活用 
・利用するメリットをわかりやすく示すなどして、

ちらしやしおりの内容を工夫する 

相談者の生活状況は様々

であり、個々の事情に応じ

たきめ細かな就労支援が

必要である（p.27,p.28） 

制度の周知 
・手当、医療費助成、資金貸付、生活保護、幼

稚園補助金等、就学援助制度、各種（水道料金、

粗大ごみ処理手数料等）優遇・割引制度 

経済的支援を求める声が母

子、父子家庭ともに高いが、

制度を知らない人もいる

（p.43,p.45） 

入居期間が限られており、

退所後のアフターフォロー

が必要 
退所後の生活相談支援の充実 

「利用したことがある」家庭

は19.6％である（p.43） 

事業の周知・普及 
・区ホームページの活用 
・手当の現況届にちらしを同封する 
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